
地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

事業所名：グループホーム たてがみの郷 

ｻｰﾋﾞｽ種類：■グループホーム ・ □小規模多機能型居宅介護 

     □地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護 

     □地域密着型通所介護 ・ □認知症対応型通所介護  

日 時 ：令和 5 年 11 月 22 日（水）9：30～10：30 

場 所 ：第一会議室 

出 席 者 ： 7 人 

駐在所巡査長 欠席 知見を有する者 欠席 

利用者家族 1 人 大田市職員 1 人 

地域住民の代表 2 人 民生委員 欠席 

事業所職員（職名：管理者・GH 主任、小規模主任 ） 3 人 

 

報告事項：登録実績と利用状況（R5.10 月末現在） 

 

 

 

 

 

※最少年齢 80 歳  最高年齢 99 歳  平均年齢歳 90.9 歳（10 月末） 

       （上段 実人数 下段 延べ人数 例 5 月は要介護 2 の方が 7 人で 217 人） 

  
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

人 

数 

要支援２ 
0 0 0 0 0 0 0       

0 0 0 0 0 0 0       

要介護１ 

5 6 6 6 6 6 6       

92 186 180 186 186 180 186       

要介護２ 
8 7 7 7 7 7 7       

240 217 210 217 217 210 217       

要介護３ 

4 3 3 3 3 3 3       

83 93 90 93 92 90 93       

要介護４ 

0 0 0 0 0 0 0       

0 0 0 0 0 0 0       

要介護５ 
3 2 2 2 2 2 2       

69 62 60 62 62 60 62         

計 
20 18 18 18 18 18 18       

484/540 558/558 540/540 558/558 557/558 540/540 558/558       

現在入居者数 18 名 
新規入居者数 

9 月 0 名 

内

訳 

男 性   2 名 10 月 0 名 

女 性 16 名 
退居者数 

9 月 0 名 

計  18 名 10 月 0 名 



入 院 0 0 0 0 0 0 0       

外 泊 ０ 0 0 0 1 0 0       

空 室 ５６ ０ ０ ０ ０ 0 0       

入居率％ 89.6％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％       

実稼働率％ 89.6％ 100％ 100％ 100％ 99.8％ 100％ 100％       

  議 題 ： 

1.状況（活動）報告 

・外出外泊状況（自宅への外泊１件、外出３件） 

・行事報告：9/16（土）敬老会開催 

・大田市立図書館で開催されるパネル展へ利用者作品を出展 

（仁摩 9/1～9/28、中央 9/28～10/6） 

 

2.検討事項 

【事業所と地域の付き合い方について】 

・朝波小学校児童見守りは継続できており、波根駐在所の広報誌でも紹介して頂いた。小

学校から学習発表会の案内も頂き、GH・小規模ご利用者で見学に行く予定を説明した。 

→地域代表委員より良い関係性が出来ているとの意見を頂く。 

・大津自治会長より、竹下成果を対局の場として提供してもらったが、今後の使用は控え

たいとの申し出あり。理由として囲碁会に参加される方も高齢の方が多く、トイレがな

いのが不便であること。現在囲碁セットはこのまま使ってもらっても構わないし必要な

ければ引きあげるので連絡してほしいとの意向。 

→囲碁セットはそのまま置いていただき、法人ご利用者で地域の方との対局を希望される

方がいれば、都合に応じて対局していくことをお願いし、了承を得た。 

・波根まちづくりセンターの物品箱について 

11 月から小物作りやレク用品などの寄付物品の箱を設置して頂いており、 現在までに

数点物品提供あり。依頼は継続する。 

 

3．外部評価関連 

【防火・防災対策について】 

11/15（水）に行った日中想定の火災避難訓練について報告。 

地域代表委員より、日中・夜間の人数の把握について質問あり。 

→利用者については把握できるが、シフトや短時間職員もおり、職員数については難しい面

もあると説明させてもらう。感想として 

「自治会も体験したいので消火器訓練は毎回でもやったほうがよいのでは？」 

「訓練の際、発煙筒などは焚いているのか？ドライアイスなどを使って実際の煙が 

 どんなふうに流れるのかを検証してみるのもよいと思う」 

→今後の訓練の参考とさせて頂く。 

【身体拘束をしないケアの実践について】 

・個人ワークについては終了しているが各ユニットでの取り組みを実施中。 

【施設内見学について】 



・両ユニットの居室と共有スペースを主に見学してもらい「居心地のよい共有空間づくり」

「生活の継続性」について評価して頂いた。※外部評価にて記載 

   次回予定       令和 6年 1月 18日（木曜日）09：30～10：30 

  



地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 

事業所名：グループホーム たてがみの郷 

ｻｰﾋﾞｽ種類：■グループホーム ・ □小規模多機能型居宅介護 

     □地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護 

     □地域密着型通所介護 ・ □認知症対応型通所介護  

日 時 ：令和 6 年 1 月 18 日（木）9：30～10：00 

場 所 ：第二会議室  

出 席 者 ：9 名 

駐在所巡査長 0 人 知見を有する者 0 人 

利用者家族 2 人 大田市職員 1 人 

地域住民の代表 2 人 民生委員 1 人 

事業所職員（職名：管理者、GH 主任、小規模主任） 3 人 

報告事項：登録実績と利用状況（R5.12 月末現在） 

 

 

 

 

 

※最少年齢 80 歳  最高年齢 99 歳  平均年齢歳 91.3 歳（12 月末） 

       （上段 実人数 下段 延べ人数 例 5 月は要介護 2 の方が 7 人で 217 人） 

  
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

人 

数 

要支援２ 
0 0 0 0 0 0 0 0 0     

0 0 0 0 0 0 0 0 0     

要介護１ 

5 6 6 6 6 6 6 6 6     

92 186 180 186 186 180 186 180 186     

要介護２ 
8 7 7 7 7 7 7 7 6     

240 217 210 217 217 210 217 189 186     

要介護３ 

4 3 3 3 3 3 3 3 3     

83 93 90 93 92 90 93 90 93     

要介護４ 

0 0 0 0 0 0 0 1 1     

0 0 0 0 0 0 0 2 31     

要介護５ 
3 2 2 2 2 2 2 2 2     

69 62 60 62 62 60 62 60 62       

計 
20 18 18 18 18 18 18 18 18     

484/540 558/558 540/540 558/558 557/558 540/540 558/558 521/540 558/558     

現在入居者数 18 名 
新規入居者数 

11 月 1 名 

内

訳 

男 性   2 名 12 月 0 名 

女 性 16 名 
退居者数 

11 月 1 名 

計  18 名 12 月 0 名 



入 院 0 0 0 0 0 0 0 0 0     

外 泊 ０ 0 0 0 1 0 0 1 1     

空 室 ５６ ０ ０ ０ 1 0 0 0 0     

入居率％ 89.6％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 96.4％ 100％     

実稼働率％ 89.6％ 100％ 100％ 100％ 99.8％ 100％ 100％ 96.4％ 100％     

   

1.状況（活動）報告：  

・12/25（月）餅つき 

・自宅への外泊 2 件、外出 4 件あり 

 

2.事業所と地域との付き合い方についての報告 

 ・小規模あんきなと共同で週 2 回の朝波小学校下校時の児童見守りを継続実施した。

11/25（土）に学習発表会への招待を受けたが、地域でのインフルエンザ流行拡大して

おり出席を見合わせた。 

・波根まちづくりセンターを通じて地域からの物品提供お願いしたレクリエーション用具

や古着等が多数寄せられ、利用者の活動に活用されている。 

 

3.外部評価についての 

 【委員の意見として】 

 ・評価内容自体が家族にはわかりにくい。 

 ・今年度の改善計画とリンクしていないのでは？来年度からは改善計画にリンクした項目

の近況報告であれば評価もしやすい。 

 ・前回施設内見学をしたので案内で感じたことをそのまま評価させてもらった。 

→今年度は運営推進会議の目的や外部評価について説明し、話し合う内容や外部評価内容を

議題に挙げて取り組んだが、委員の方の理解が得にくかったり説明も一方通行になったり

する状況があったと感じた。 

【今後について】 

  運営推進会議で話し合う内容（13 項目）や外部評価（20 項目）を別表にて提示し、次

年度に主として会議で検討する内容を確認することとした。また、評価の仕方について

も事前に目合わせし、説明内容をわかりやすくすることで改善することで理解を得た。

次回の運営推進会議で選択された項目を上げて頂く予定。 

 

4.その他 中浜自治会会長からの報告事項 

昨年度、4回目の会議で協議した市道拡幅について、市道の待避所増設として要望書を提

出することになったと報告あり。 

内容については別添の要望書を参照。 

 

 

   次回開催予定日  令和 6年 3月 21日（木曜日）9：30～10：30 

  



地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

事業所名：グループホーム たてがみの郷 

ｻｰﾋﾞｽ種類：■グループホーム ・ □小規模多機能型居宅介護 

     □地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護 

     □地域密着型通所介護 ・ □認知症対応型通所介護  

日 時 ：令和 6 年 3 月 21 日（木） 9：30～10：00 

場 所 ：会議室 

出 席 者 ：8 名 

駐在所巡査長 1 人 知見を有する者 0 人 

利用者家族 0 人 大田市職員 1 人 

地域住民の代表 2 人 民生委員 1 人 

事業所職員（職名：管理者、GH 主任、小規模主任） 3 人 

報告事項：登録実績と利用状況（R6.2 月末現在） 

 

 

 

 

 

※最少年齢 80 歳  最高年齢 99 歳  平均年齢歳 91.3 歳（2 月末） 

 令和 5 年度  グループホーム（認知症対応型共同生活介護） 利用一覧 

       （上段 実人数 下段 延べ人数 例 5 月は要介護 2 の方が 7 人で 217 人） 

  
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

人 

数 

要支援２ 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0   

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0   

要介護１ 

5 6 6 6 6 6 6 6 6 6 5   

92 186 180 186 186 180 186 180 186 186 145   

要介護２ 
8 7 7 7 7 7 7 7 6 6 8   

240 217 210 217 217 210 217 189 186 186 210   

要介護３ 

4 3 3 3 3 3 3 3 3 4 3   

83 93 90 93 92 90 93 90 93 124 87   

要介護４ 

0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0   

0 0 0 0 0 0 0 2 31 0 0   

要介護５ 
3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2   

69 62 60 62 62 60 62 60 62 62 58     

計 
20 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18   

484/540 558/558 540/540 558/558 557/558 540/540 558/558 521/540 558/558 558/558 500/522   

現在入居者数 18 名 
新規入居者数 

1 月 0 名 

内

訳 

男 性   2 名 2 月 0 名 

女 性 14 名 
退居者数 

1 月 0 名 

計  16 名 2 月 2 名 



入 院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0   

退所 ０ 0 0 0 1 0 0 1 1 1 2   

空 室 ５６ ０ ０ ０ 1 0 0 0 0 0 2   

入居率％ 89.6％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 96.4％ 100％ 100％ 95.7％   

実稼働率％ 89.6％ 100％ 100％ 100％ 99.8％ 100％ 100％ 96.4％ 100％ 100％ 95.7％   

議 題 ： 

1.状況（活動）報告 

2 月退去者の理由について担当より説明。朝方の転倒により大腿骨骨折受傷。長期入院

療養が必要なため退去となった。 

Q：転倒の要因は把握されているのか 

A：どちらも自立の方の転倒であり、明確な要因分析は行えていない。前日に居室照明

を LED に交換したことで職員側はいつもより若干照明が暗いように感じていた。朝方

は職員の数も限られるため、リスクの高い方に対しては見守りの介護ロボットを導入し

予防を図っている。今後は全利用者に設置できるように台数を増やしていきたい。 

2．検討議題 

  事業所と地域との付き合い方について 

・地域サービス部で協力して週 2 回朝波小学校の見守りを継続実施。3/21（水）今年度終了

予定。 

 ・レク用品や古着等の寄付募集については今年度終了。次年度も期間を設定してお願いさ

せて頂く。 

3．外部評価 

  次年度に向けて、検討事項や外部評価の項目について協議した。 

・地域との関係や運営推進会議を生かした取り組みについては継続したいとの意見が挙がっ

た。その他は次年度の新たに会員となる方とも相談して決めていくこととなった。 

・波根駐在所より、1/1の地震で波根にも避難注意報が発令した。大規模な災害が生じたと

きの準備は出来ているのか。 

→BCPを策定中であるため、感染や自然災害に応じた避難訓練を次年度に行う予定。地域と

の協力も引き続きお願いしたい。 

4.その他（意見交換） 

・中浜自治会長より、運営推進会議でも協議した市道の待避所増設についての経過報告

1/19（月）大田市へ要望書を提出、2/20（火）行政確認の立ち合い（自治会長、管理者、

あんきな主任）を行った。3/11（月）時点で進捗状況を確認したが、一部は民有地である

か確認中で次年度に持ち越しになった為、引き続き中浜自治会長が経過や決定の動きがあ

り次第、運営推進会議にて報告する予定。 

・包括代表より、次年度から包括が大田市社会福祉協議会の委託となった。運営推進会議の

担当が変更となるとの報告。 

・波根駐在所より、次年度は松江地区へ異動となる。今後は後任が運営推進会議に参加する

旨は説明済との報告。 

次回開催日：令和 6 年 5 月 16 日（木）9：30～10：30 

 


